
【当該国際機関の財政（２０１５年予算）】(単位：千ドル) 出典：【注１】

【任意拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１５年のもの）】 出典：【注１】
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【当該国際機関で働く邦人職員】

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

【分担金・義務的拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１５年のもの）】

国　　　　名

日本

United Nations Information Centre

種　　　別

 【所管官庁担当局課・室名】外務省総合外交政策局国連企画調整課

英文名称

当該年度の総収入額：294千ドル（年頭の残高を含む）

　国連（事務局）　　　　　国連（基金・計画）　　　　　国連専門機関　　　　　その他　　　

7人 7人

【邦人職員が占めている幹部ポスト（Ｄポスト以上）】

　うち　1人

【注：当該国際機関の会計年度】
当該国際機関の会計年度は毎年１月から１２月末までとなっている。したがって、我が国（及び他の加盟国）
とは会計年度が異なっているため、拠出率の扱い等については暦年となっている。

【注１】当該機関からの報告書に基づく（2015年末時点）

　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率 100％

ＵＮＩＣ所長 根本　かおる 元UNHCRジュネーブ本部民間資金調達部副部長

　邦人職員数
　うち幹部以上

【当該国際機関の本部所在地・活動目的等の概要】
　東京国連広報センター（ＵＮＩＣ東京）は，主として，国連の活動の広報を，国連公用語ではない日本語で
実施するために設置された国連直属の機関。具体的活動は，日本語のウェブサイトやＳＮＳによる情報の
発信，国連に関するセミナー・講演会等の開催，国連に関する日本語資料の作成，国連幹部の訪日受入れ
等。
　ＵＮＩＣ東京は，国連の取組だけでなく，国連を通じた日本の国際貢献に対する理解の促進にも貢献してお
り，我が国が国連を始めとする国際社会において，積極的な役割を果たしていく上で，重要な役割を果たし
ている。また，インタビューの実施等を通じ，日本人国連職員の活躍についても広報を実施することで，国際
機関で勤務することの魅力を発信。将来，国際社会で活躍するグローバル人材の育成に資する活動も行っ
ており，国際機関における日本の人的貢献の強化にも貢献している。
　ＵＮＩＣ東京は，限られた予算で最大限，効果を挙げるべく，①ＳＮＳによる発信の強化，②他の関連団体と
の連携の緊密化等により，より費用対効果の高い広報の実施に取り組んでいる。

2015-A

　国際機関名
（英語略称）

東京国連広報センター（UNIC）

100

金額（千単位・通貨） 拠出率（％）（注）

224

会計検査機関名：国連会計検査委員会（BOA)　（現在の構成員の出身国：独，タンザニア，インド）

拠出率（％）（注）金額（千米ドル）

当該年度の総支出額：285千ドル

次年度への繰越額：9千ドル

国　　　　名


